
基礎評価シート（令和元年度　実績）

目的

会計 01 09 05 01 大事業 0004

直接事業費

概算人件費

人 千円

人 千円

人 千円

人 千円

千円

①

②

重要度 満足度

1 3.44 3.12

2 3.39 3.10

3 #N/A #N/A

全体平均 3.97 2.97

重点維持分野：重要度・満足度ともに高く、強みとして強化していく

重点改善分野：重要度は高いが満足度は低く、改善する優先度が最も高い

維持分野：重要度は低いが満足度が高く、維持していく

改善分野：重要度・満足度ともに低く、方向性などについて改善が必要

高い 低い

5 4 3 2 1

□ □ ■ □ □

□ □ ■ □ □

□ □ ■ □ □

□ □ ■ □ □

□ □ □ ■ □

□ □ □ ■ □

予算等事業名 町内一周継走大会事業 所管課 生涯学習課

事業の根拠
法令等（義務） 法令等（任意） 町例規 町要綱 総合計画（重点）

事業対象 町民 スポーツを通して、地域住民と青少年の交流・親睦を図る。

事業概要 地区代表およびオープン参加の選手がたすきをつなぐ継走大会を実施する。

総合戦略

●

163 0

1,026 0

事業予算

款項目 町内一周継走大会事業

R1決算額（千円） Ｒ２決算見込 Ｒ３事業費 Ｒ４事業費

Ｒ１概算人件費

正規職員 0.26 1,026

トータルコスト 1,189 0 0 0

国庫/県支出金 0 0

再任用職員 0 0

会計年度任用職員 0 0

その他 0 0

Ｒ４計画

参加チーム数（チーム） 15 16 中止 ー ー

その他 0 0

合計 1,026

成果指標 基準値 R1実績 Ｒ２見込 Ｒ３計画

町民満足度調査結果（平成30年度）

該当施策

地域スポーツの振興

スポーツ活動支援の充実

緊急性

実効性

時代即応性

分析

分析の視点

必要性

必然性

２次評価（庁内）
総合評価 不良 方向性 休・廃止

意見

持続可能性

成果・課題等
各地区で選手集めが困難になりつつある。また、公道での安全確保に課題があり、事業のあり方の見直しが必

要である。

※　総合評価：「良好」「適当」「不良」　　　　※　方向性　「拡大・拡充」「現状維持」「要改善」「統廃合」「休・廃止」

1次評価(所管課） 総合評価 不良 方向性 休・廃止

1
2
3
4
5
必要性

必然性

緊急性

実効性

時代即応

性

持続可能

性

2 1

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満

足

度

重要度

維持分野 重点維持分野

改善分野 重点改善分野

1



基礎評価シート（令和元年度　実績）

目的

会計 01 09 05 01 大事業 0005

直接事業費

概算人件費

人 千円

人 千円

人 千円

人 千円

千円

①

②

重要度 満足度

1 3.44 3.12

2 3.39 3.10

3 #N/A #N/A

全体平均 3.97 2.97

重点維持分野：重要度・満足度ともに高く、強みとして強化していく

重点改善分野：重要度は高いが満足度は低く、改善する優先度が最も高い

維持分野：重要度は低いが満足度が高く、維持していく

改善分野：重要度・満足度ともに低く、方向性などについて改善が必要

高い 低い

5 4 3 2 1

□ ■ □ □ □

□ □ ■ □ □

□ □ ■ □ □

□ □ ■ □ □

□ □ □ ■ □

□ □ □ ■ □

予算等事業名 二宮町体育祭事業 所管課 生涯学習課

事業の根拠
法令等（義務） 法令等（任意） 町例規 町要綱 総合計画（重点）

事業対象 町民
広く町民にスポーツ・レクリエーションの普及を図り、スポーツ精神の高揚と併せて体

力づくりを推進する。

事業概要 地区代表選手によるリレーや綱引きなど、多彩な種目により体育祭を開催する。

総合戦略

●

729 0

1,463 0

事業予算

款項目 二宮町体育祭事業

R1決算額（千円） Ｒ２決算見込 Ｒ３事業費 Ｒ４事業費

Ｒ１概算人件費

正規職員 0.28 1,155

トータルコスト 2,192 0 0 0

国庫/県支出金 26 0

再任用職員 0 0

会計年度任用職員 0 0

その他 36 0

Ｒ４計画

体育祭参加者数（人） 2,050 2,100 中止 2,000 2,100

その他 0.08 308

合計 1,463

成果指標 基準値 R1実績 Ｒ２見込 Ｒ３計画

町民満足度調査結果（平成30年度）

該当施策

地域スポーツの振興

スポーツ活動支援の充実

緊急性

実効性

時代即応性

分析

分析の視点

必要性

必然性

２次評価（庁内）
総合評価 適当 方向性 休・廃止

意見 時代に合ったスポーツ普及及び体力の増進の手法を検討する必要がある

持続可能性

成果・課題等
町民の体力増進と地域の輪づくりとして伝統ある行事だが、選手集め等、地区への負担が大きくなってきている。

種目や参加方法など、地区やスポーツ協会等の関係者と検討する必要がある。

※　総合評価：「良好」「適当」「不良」　　　　※　方向性　「拡大・拡充」「現状維持」「要改善」「統廃合」「休・廃止」

1次評価(所管課） 総合評価 適当 方向性 要改善

1
2
3
4
5
必要性

必然性

緊急性

実効性

時代即応

性

持続可能

性

2 1

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満

足

度

重要度

維持分野 重点維持分野

改善分野 重点改善分野

2



基礎評価シート（令和元年度　実績）

目的

会計 01 07 04 01 大事業 0005

直接事業費

概算人件費

人 千円

人 千円

人 千円

人 千円

千円

①

②

重要度 満足度

1 4.01 2.72

2 #N/A #N/A

3 #N/A #N/A

全体平均 3.97 2.97

重点維持分野：重要度・満足度ともに高く、強みとして強化していく

重点改善分野：重要度は高いが満足度は低く、改善する優先度が最も高い

維持分野：重要度は低いが満足度が高く、維持していく

改善分野：重要度・満足度ともに低く、方向性などについて改善が必要

高い 低い

5 4 3 2 1

□ ■ □ □ □

□ ■ □ □ □

□ □ ■ □ □

□ □ ■ □ □

□ □ ■ □ □

□ □ ■ □ □

予算等事業名 住宅リフォーム等助成事業 所管課 都市整備課

事業の根拠
法令等（義務） 法令等（任意） 町例規 町要綱 総合計画（重点）

事業対象 町民、事業者 住宅リフォームに対する助成を実施していくことで居住環境の向上を推進する。

事業概要
居住環境の向上、地域経済の活性化、住宅ストックの利活用と定住促進及び同居・近居支援のため、住宅リ

フォーム工事等の費用の一部を補助する。

総合戦略

● ●

2,500 0

598 0

事業予算

款項目 住宅リフォーム等助成事業

R1決算額（千円） Ｒ２決算見込 Ｒ３事業費 Ｒ４事業費

Ｒ１概算人件費

正規職員 0.16 598

トータルコスト 3,098 0 0 0

国庫/県支出金 0 0

再任用職員 0 0

会計年度任用職員 0 0

その他 0 0

Ｒ４計画

リフォーム助成等申請件数

（件）
30 35 - - -

その他 0 0

合計 598

成果指標 基準値 R1実績 Ｒ２見込 Ｒ３計画

町民満足度調査結果（平成30年度）

該当施策

空家を活用した定住促進のための住まいの確保

緊急性

実効性

時代即応性

分析

分析の視点

必要性

必然性

２次評価（庁内）
総合評価 適当 方向性 休・廃止

意見

持続可能性

成果・課題等 住宅リフォーム助成事業については、一定の成果が見込まれたため、ここで終了とする。

※　総合評価：「良好」「適当」「不良」　　　　※　方向性　「拡大・拡充」「現状維持」「要改善」「統廃合」「休・廃止」

1次評価(所管課） 総合評価 適当 方向性 休・廃止

1
2
3
4
5
必要性

必然性

緊急性

実効性

時代即応

性

持続可能

性

1

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満

足

度

重要度

維持分野 重点維持分野

改善分野 重点改善分野

3



基礎評価シート（令和元年度　実績）

目的

会計 01 07 04 01 大事業 0007

直接事業費

概算人件費

人 千円

人 千円

人 千円

人 千円

千円

①

②

重要度 満足度

1 4.25 2.48

2 #N/A #N/A

3 #N/A #N/A

全体平均 3.97 2.97

重点維持分野：重要度・満足度ともに高く、強みとして強化していく

重点改善分野：重要度は高いが満足度は低く、改善する優先度が最も高い

維持分野：重要度は低いが満足度が高く、維持していく

改善分野：重要度・満足度ともに低く、方向性などについて改善が必要

高い 低い

5 4 3 2 1

□ ■ □ □ □

□ ■ □ □ □

□ □ ■ □ □

□ ■ □ □ □

□ ■ □ □ □

□ ■ □ □ □

予算等事業名 駅周辺整備計画事業 所管課 都市整備課

事業の根拠
法令等（義務） 法令等（任意） 町例規 町要綱 総合計画（重点）

事業対象 町民
二宮駅を中心とした周辺の整備を図り、町の玄関として町民の誰もが誇りに思える

駅前空間を実現するため、安全で快適な交通の確保を図る。

事業概要
町の交通結節点であり、吾妻山公園の入口でもある二宮駅周辺を誰もが安全、快適に通行できるよう整備を

行う。駅前町民会館跡地に暫定駐車場及び歩道を整備する。

総合戦略

33,480 0

962 0

事業予算

款項目 駅周辺整備計画事業

R1決算額（千円） Ｒ２決算見込 Ｒ３事業費 Ｒ４事業費

Ｒ１概算人件費

正規職員 0.2 962

トータルコスト 34,442 0 0 0

国庫/県支出金 0 0

再任用職員 0 0

会計年度任用職員 0 0

その他 0 0

Ｒ４計画

―

その他 0 0

合計 962

成果指標 基準値 R1実績 Ｒ２見込 Ｒ３計画

町民満足度調査結果（平成30年度）

該当施策

中心市街地等の整備・誘導

緊急性

実効性

時代即応性

分析

分析の視点

必要性

必然性

２次評価（庁内）
総合評価 適当 方向性 休・廃止

意見

持続可能性

成果・課題等 当該年度で駅周辺の暫定整備が終了した。

※　総合評価：「良好」「適当」「不良」　　　　※　方向性　「拡大・拡充」「現状維持」「要改善」「統廃合」「休・廃止」

1次評価(所管課） 総合評価 適当 方向性 休・廃止

1
2
3
4
5
必要性

必然性

緊急性

実効性

時代即応

性

持続可能

性

1
2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満

足

度

重要度

維持分野 重点維持分野

改善分野 重点改善分野

4


